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研究成果の概要（和文）：本研究では、国境を越える一時的な労働移動、いわゆる「移民出稼ぎ」に関する受入
国と送出国の政策関与のあり方を実証的に明らかにし、両国家による民主的責任の分有を通したガバナンスの可
能性を思想的に探求した。その過程で、移民出稼ぎにおける受入国と送出国の政策関与を統合的に分析する理論
枠組みを構築した。この枠組みを用いて各国の事例を比較分析し、特徴と課題を明らかにした。さらに、法的保
護・社会的支援・政治的代表について両国家間での責任の分有を重視した規範論を検討した。これらの成果の一
部は学術論文や国際会議で発表し、移民政策研究に新たな視座を提供することができた。

研究成果の概要（英文）：This study examined how receiving and sending countries shape policies for 
temporary labor migration. It explored how these countries could share democratic responsibilities 
in governing such migration. The study developed a new framework to analyze how both receiving and 
sending countries are involved in these policies. Using this framework, it compared policies in 
different countries, identifying their unique features and challenges. It also looked at how 
countries could share responsibilities for legal protection, social care, and political 
representation of migrant workers. Some of the findings were presented in academic papers and at 
international conferences. This work offers a new way of looking at migration policies, which may be
 useful for future research and policy-making.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、従来個別に扱われてきた受入国と送出国の政策を統合的に分析する新たな理論的枠組み
を提供した点にある。この枠組みは、移民政策研究に新たな視座をもたらし、国際的な労働移動の複雑な動態を
より包括的に理解することを可能にする。また、本研究は、加速する国際的な労働移動に対し、移民労働者の権
利保護と国家間の協力を重視した具体的な政策指針を示したことで、より公正で持続可能な移民政策の実現に貢
献しうる。これは、日本を含む多くの国々が直面する労働力不足と人権保護の両立という喫緊の課題への重要な
示唆を与えるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
グローバル化の進展に伴い、国境を越える一時的な労働移動、いわゆる「移民出稼ぎ」は世界
的な趨勢となっていた。日本においても 2019 年より特定技能制度が導入され、単純労働分野で
の外国人労働者の受け入れが本格的に開始された。しかし、技能実習制度を含む既存の制度下で
の外国人労働者に対する搾取や人権侵害が数多く報告されており、受け入れ体制の抜本的な整
備が喫緊の課題となっていた。一方、送出国側でも「ディアスポラ関与政策」と呼ばれる政策関
与が盛んになっていた。例えば、フィリピンやインドなどの主要な労働力送出国では、海外出稼
ぎ労働者の権利保護や本国への送金促進などを目的とした政策が積極的に展開されていた。 
しかし、これまでの研究は主に受入国の政策に焦点を当てており、送出国の関与や両国の相互
関係に着目した研究は限られていた。特に、受入国と送出国の双方の責任や協力関係を包括的に
分析する枠組みが欠如しており、この点での理論的・実証的研究が強く求められていた。さらに、
移民出稼ぎ政策を民主的統制の観点から検討する研究も不足しており、移民労働者の権利保護
と政治的代表性の確保という観点からの分析が必要とされていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、「移住者に対してその受入国と送出国はいかなる責任を負っており、また負うべき
なのか」という根本的な問いに、経験的分析と規範的考察の両面から接近し、移民出稼ぎ政策に
ついて体系的な知識と実践的な政策指針を提供することを目的とした。具体的には、以下の三つ
の課題に取り組んだ。 
(1) 移民出稼ぎ政策に関する新たな分析モデルの確立 
受入国と送出国の政策を統合的に分析するための新たな理論的枠組みを構築する。この枠組    
みは、法的保護、社会的支援、政治的代表という三つの次元から各国の政策を評価し、両国
の協力関係を類型化することを目指した。 
(2) 受入国・送出国の政策関与のモデル化と分析 
構築した分析モデルを用いて、実際の政策事例を詳細に分析する。特に、日本、韓国、カナ
ダ、湾岸諸国などの受入国と、フィリピン、インド、ベトナムなどの送出国の政策を比較分
析し、その実態と変容を明らかにすることを目指した。 
(3) 現実的かつ規範的な政治指針の提示 
経験的分析の結果を踏まえ、政治理論の観点から移民出稼ぎに関する規範的指針を提示する。
特に、移民労働者の人権保護と政治的代表性の確保、および受入国と送出国の民主的責任の
分有のあり方について、具体的な政策提言を行うことを目指した。 
これらの課題に取り組むことで、移民出稼ぎをめぐる受入国と送出国の相互関係を統合的に理
解し、両国による民主的責任の分有を通したガバナンスの可能性を探求することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
第一に、各国の政策を法的保護・社会的支援・政治的代表の三つに区分し類型化した後、受入
国と送出国の政策関与のあり方に応じて四つの理念型を析出する理論的作業を行った。これに
より、受入国と送出国との相互関与を統合的に理論化することで、経験的研究と規範的研究のい
ずれにも貢献しうる知識枠組みを定立することを目指した。 
第二に、日本の技能実習制度、韓国の雇用許可制度、カナダの農業季節労働者プログラム、湾
岸アラブ諸国のカファーラ制度などを事例として、文献調査とインタビュー調査を通じた比較
分析を実施した。特に、移民送出政策に着目した比較研究に取り組み、受入国と送出国の政策関
与の実態と変容を明らかにすることを目指した。 
第三に、政治理論の見地から体系的な価値基準を提示し、あるべき政策のあり方について考察
を行った。特に、帰結主義の程度と移住者の倫理的位置づけに応じて対抗する倫理的立場を整理
し、それぞれが擁護する政策類型を例示するとともに、あるべき指針を示すことを目指した。 
 
４．研究成果 
 
本研究の主な成果は以下の通りである： 
1. 受入国と送出国の相互関与を統合的に理論化する新たな分析モデルを確立した。 
2. 事例分析を通じて、受入国と送出国の政策関与の実態と変容を明らかにした。特に、両国の
協調の度合いや、送出国側の経済利益と人権保護のジレンマなどを具体的に示すことができ



た。 
3. 移民出稼ぎに関する現実的かつ規範的な政治指針を提示した。 
 
具体的な成果として、3 年間で計 6 本の学術論文を公表し、複数の学会発表を行った。特に、
外国人参政権、移民出稼ぎ、国境開放論争をめぐって、国家間協力に基づく政治的代表と民主的
ガバナンスの可能性を探求した論文を発表した。また、最終年度には、IMISCOE の年次大会にお
いてアジア 4カ国に関する移民送出政策指標(Emigrant Policies Index)について学会報告を行
った。さらに、国境を越える民主的ガバナンスにおいて基軸的な役割を果たす概念として、移動
能力をケイパビリティとして捉え直す試論を、英・マンチェスター大学における MANCEPT 
Workshop および日本政治学会年次大会において報告した。これらの成果により、移民出稼ぎ政
策について体系的な知識と実践的な政策指針を提供することができた。当初計画を変更して補
助事業期間を延長したが、研究期間全体を通じて、概ね期待した通りの成果を得ることができた。 
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